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授
が
講
師
を
務
め
、
芸
能
従

事
者
を
取
り
巻
く
現
況
と
課

題
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
活

動
す
る
芸
能
従
事
者
の
立
場

は
弱
く
、
不
利
な
条
件
で
業

務
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
生
じ
て
い
る
。
森
崎

さ
ん
は
、
仕
事
の
受
発
注
が

口
約
束
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
点
を
挙
げ
、「
契
約
書
を

作
ら
な
い
業
界
の
慣
習
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
持
続
化

給
付
金
申
請
の
障
壁
に
な
っ

た
」
と
説
明
。
そ
の
ほ
か
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
も
取

り
上
げ
た
。

　
森
崎
さ
ん
の
講
演
を
受
け

て
芦
野
教
授
が
法
学
の
視
点

か
ら
解
説
。
文
化
庁
が
公
表

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
必
要
最
低
限
の
指
針
を
示

公
認
会
計
士
試
験

合
格
21
人
に

　
２
０
２
２
年
度
公
認
会
計

士
試
験
で
、
新
た
に
卒
業
生

１
人
の
合
格
が
判
明
し
た
。

１
月
31
日
現
在
、
合
格
者
は

卒
業
生
10
人
と
な
り
、
在
学

生
11
人
と
合
わ
せ
て
計
21
人

に
な
っ
た
。

　
法
学
研
究
所
は
１
月
13

日
、
公
開
講
座
「
文
化
・
芸

術
・
芸
能
と
法
の
現
在
」
を

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し

た
。
俳
優
で
一
般
社
団
法
人

日
本
芸
能
従
事
者
協
会
代
表

理
事
の
森
崎
め
ぐ
み
さ
ん

と
、
法
学
部
の
芦
野
訓
和
教

　
本
学
は
１
月
24
日
、
長
崎

県
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進

協
定
を
結
ん
だ
。

　
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進
協

定
は
、「
地
方
で
働
き
た
い
」

「
地
元
に
帰
り
た
い
」
と
い

う
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、

全
国
の
地
方
自
治
体
と
締
結

を
し
て
い
る
。
長
崎
県
と
の

締
結
で
36
自
治
体
（
35
府
県

１
市
）
と
な
っ
た
。
今
後
、

同
県
内
の
企
業
情
報
を
学
生

に
提
供
す
る
ほ
か
、
学
内
で

の
就
職
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
く
。

　
長
崎
県
庁
で
行
わ
れ
た
締

結
式
に
は
、
佐
々
木
重
人
学

長
と
大
石
賢
吾
知
事
が
出

席
。
協
定
書
を
交
わ
し
た
。

　
佐
々
木
学
長
は
「
協
定
を

機
に
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
と
い
っ

た
学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
就
職

機
会
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い

き
た
い
。
県
と
深
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
実

り
あ
る
成
果
を
出
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
大
石
知
事

は
「
若
者
の
県
外
流
出
が
大

き
な
課
題
。
そ
う
し
た
な

か
、
今
回
の
協
定
を
心
強
く

思
っ
て
い
る
。
県
と
し
て
も

若
い
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

た
い
。
専
修
大
学
で
学
ん
だ

皆
さ
ん
が
長
崎
県
に
来
て
、

刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
語
っ

た
。

　
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
促
進
協

定
　
本
学
は
、
地
方
へ
の
Ｕ

タ
ー
ン
、
出
身
地
以
外
の
地

域
に
就
職
す
る
Ｉ
タ
ー
ン
を

促
進
し
、
次
代
を
担
う
人
材

〈
協
定
締
結
自
治
体
〉

札幌市 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県
福島県 茨城県 栃木県 群馬県 千葉県 新潟県
富山県 石川県 福井県 山梨県 長野県 岐阜県
静岡県 愛知県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府
鳥取県 島根県 岡山県 広島県 香川県 高知県
福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 宮崎県 鹿児島県

就
職
だ
よ
り

　
就
職
活
動
本
番
に
向
け
て

の
準
備
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
悩
み
や
課
題
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
課
の
個
別
相
談
を
活
用

し
て
、
悩
み
や
課
題
を
ク
リ

ア
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
か
ら
会
社
説
明
会
や
選
考

活
動
が
活
発
化
し
ま
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
も
ち
ろ

ん
、
体
調
管
理
に
も
十
分
注

意
し
て
就
職
活
動
を
進
め
て

く
だ
さ
い
。

　
２
月
22
日
（
水
）、
27
日

（
月
）、３
月
３
日
（
金
）、６

日
（
月
）
に
自
治
体
や
官
公

庁
等
の
42
機
関
が
集
結
す
る

『
公
務
員
、
独
立
行
政
法
人

等
業
務
説
明
会
』（
学
年
不

問
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
ま
す
。
各
機
関
の
採
用
担

当
者
が
業
務
内
容
や
機
関
の

魅
力
、
仕
事
の
や
り
が
い
な

ど
の
情
報
を
お
話
し
ま
す
。

公
務
員
や
独
立
行
政
法
人
の

業
務
理
解
を
効
果
的
に
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

協定書を手に佐々木学長（左）と大石知事

の
育
成
と
地
域
活
性
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治

体
か
ら
の
情
報
を
積
極
的
に

学
生
に
伝
え
て
い
る
ほ
か
、

自
治
体
の
担
当
者
を
招
い
て

の
合
同
説
明
会
を
対
面
や
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
き
め

細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
に
つ

い
て
詳
し
く
は
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
課
ま
で
。

　
３
月
に
開
催
さ
れ
る
第
95

回
選
抜
高
校
野
球
大
会
（
甲

子
園
球
場
）
に
、
専
修
大
学

松
戸
高
校
（
千
葉
県
松
戸

市
、
五
味
光
校
長
）
が
２
年

ぶ
り
２
度
目
の
出
場
を
決
め

た
。
夏
も
含
め
る
と
甲
子
園

出
場
は
４
度
目
。

　
専
大
松
戸
は
昨
年
10
月
の

秋
季
関
東
大
会
で
準
優
勝
。

投
手
を
中
心
に
し
た
守
り
と

粘
り
強
い
攻
め
が
強
み
だ
。

　
セ
ン
バ
ツ
出
場
校
は
１
月

27
日
、
発
表
さ
れ
た
。
知
ら

せ
を
受
け
た
部
員
た
ち
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
笑
顔
の
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
を
見
せ
、
勝
利
を

誓
っ
た
。

　
今
大
会
に
は
36
校
が
出

場
。
３
月
10
日
に
組
み
合
わ

せ
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
18

日
に
開
幕
。
14
日
間
、
熱
戦

が
展
開
さ
れ
る
。

　
オ
ー
ル
専
修
で
の
応
援
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

センバツ出場決定

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
促
進
協
定

長
崎
県
と
締
結
36
自
治
体
目

　
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究

所（
大
矢
根
淳
所
長
）主
催
の

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
将
来
｜
｜

絶
望
と
希
望
の
狭
間
で
」
が

１
月
22
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開

か
れ
た
。
東
京
大
学
特
命
教

授
の
小
野
塚
知
二
氏
と
本
学

経
済
学
部
の
西
部
忠
教
授
が

「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
自

発
的
な
協
働
組
織
）」の
役
割

や
意
義
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
小
野
塚
氏
は
、
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、「
株
式
会
社

以
外
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
失
敗
に
終
わ
っ
た
」
と
指

摘
。
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

持
つ
可
能
性
に
触
れ
、「
人

数
、
効
率
性
、
中
断
討
議
・

合
意
形
成
の
三
つ
の
変
数
の

折
り
合
い
と
適
切
な
組
み
合

わ
せ
を
追
求
す
る
余
地
が
あ

る
」
と
提
起
し
た
。

　
西
部
教
授
は
貨
幣
と
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に

講
演
。「
地
域
通
貨
は
地
域
経

済
活
性
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
築
を
目
的
と
す
る
複
合
型

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
」
と
述
べ
、

国
内
外
の
事
例
を
紹
介
し

た
。
ま
た
、
地
域
通
貨
の
時

代
的
・
世
界
的
分
化
の
過
程

を
ひ
も
と
い
た
。

議論を交わす岡田教授、小野塚氏、西部教授（左から）

「アソシエーション」
 テーマに議論

社会科学研 公開シンポジウム

専大松戸高 ２年ぶり２度目

　
専
修
大
学
玉
名
高
校
（
熊

本
県
玉
名
市
、
渡
辺
正
隆
校

長
）
は
12
月
19
日
、
台
湾
の

高
雄
市
立
左
營
高
級
中
学

（
左
營
高
校
）
と
姉
妹
校
提

携
を
結
ん
だ
。
今
後
、
学
術

や
教
育
、
文
化
交
流
の
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

　
渡
辺
校
長
が
左
營
高
校
を

訪
問
し
、
張
簡
玲
娟
校
長
と

協
定
書
を
交
わ
し
た
。
互
い

の
文
化
を
理
解
す
る
と
と
も

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け

て
協
力
し
て
い
く
。ま
た
、専

大
玉
名
高
校
は
２
０
２
３
年

度
、校
名
を「
専
修
大
学
熊
本

玉
名
高
校
」

に
改
称
し
、

現
在
の
総
合

ビ
ジ
ネ
ス
科

を
「
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
科
」

と
す
る
こ
と

か
ら
、
国
際

交
流
の
さ
ら

な
る
推
進
を

図
り
、
生
徒

の
台
湾
研
修

な
ど
も
計
画

し
て
い
る
。

　
熊
本
県
で

は
、
世
界
的

な
半
導
体
メ
ー
カ
ー
・
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
の
進
出
を
き
っ
か
け

に
、
官
民
で
の
交
流
が
活
性

化
し
て
い
る
。
12
月
に
は
、

専
大
玉
名
高
校
吹
奏
楽
部
Ｖ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
が
台
湾
最

大
の
国
際
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
招
待
さ
れ
、
嘉
義
市

で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ほ

か
、
左
營
高
校
や
台
北
市
な

ど
で
演
奏
し
、
台
湾
の
人
々

か
ら
歓
迎
を
受
け
た
。

台
湾
・
左
營
高
校
と

姉
妹
校
提
携
結
ぶ

専
大
玉
名
高

　「ニュース専修」をご愛読いただき

ありがとうございます。2023年度の年

間購読者を募集しています。購読料は

1000円（税込み・郵送料含む）です。

※育友会員及び年会費納入済みの校

友会員はお手続き不要です。

※本年３月に卒業される方には、５年

間校友会からお送りいたします。

□問 〒101 - 8425（専用郵便番号）
　千代田区神田神保町３-８
 専修大学広報課
☎ 03・3265・5819

　E-mail : koho@acc.senshu-u.ac.jp

「ニュース専修」
年間購読のご案内

し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
述

べ
、「
文
化
・
芸
術
・
芸
能
に

携
わ
る
者
の
特
性
を
反
映
さ

せ
た
形
で
の
対
応
が
望
ま
れ

る
」
と
ま
と
め
た
。

　
こ
の
講
座
は
「
２
０
２
２

年
度
学
生
と
市
民
の
た
め
の

公
開
講
座
『
法
と
政
治
の
現

況
２
０
２
２
』」
の
３
回
目
。

初
回
（
12
月
６
日
）
は
法
科

大
学
院
の
遠
藤
輝
好
教
授
が

「
18
歳
成
年
社
会
と
法
律
」

と
題
し
て
講
演
。「
教
員
の
働

き
方
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
、

埼
玉
大
学
の
髙
橋
哲
准
教
授

法
学
研

学
生
と
市
民
の
た
め
の
公
開
講
座

芸
能
と
法
の
現
況
と
課
題
探
る

訃
　
　
報

望
月
元
学
長
が
死
去

望
月
清
司
氏（
も
ち
づ
き
・
せ

い
じ
）
元
専
修
大
学
長
・
名

誉
教
授
・
元
経
済
学
部
教
授

　
２
月
１
日
、
93
歳
で
死

去
。
１
９
５
６
年
か
ら
99
年

ま
で
在
職
。
経
済
学
部
長
を

経
て
、
89
年
か
ら
98
年
ま
で

３
期
９
年
間
、
専
修
大
学
長

を
務
め
た
。
専
門
は
経
済
史

方
法
論
。

　
講
演
後
に
は
、
法
学
部
の

岡
田
憲
治
教
授
を
交
え
て
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
政
治
の

関
係
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

が
担
当
し
た
12
月
19
日
の
第

２
回
講
座
で
は
、
法
学
部
の

長
谷
川
聡
教
授
が
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
を
務
め
た
。

法学の視点で解説

した芦野教授

協定書を交わす渡辺校長（左）と張簡玲娟校長

センバツ出場を勝ち取った部員たち


